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みやま市が取り組むエネルギー政策について

福岡県みやま市

みやまスマートエネルギー株式会社

2016年7月16日

活力ある地方創生を目指した地域新電力の挑戦



©2016	
  Miyama	
  City	
  All	
  Rights	
   Reserved. 1

みやま市の再生可能エネルギー取り組み経緯
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みやま市の再生可能エネルギー取り組み経緯②

大規模HEMS情報基盤整備事業に参画し電力データを利活用したサービスの評価を確認
市民の生の声を活かして2016年4月からの生活総合支援サービスにつなげる考え
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出前授業風景
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みやまスマートエネルギー株式会社について
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みやま市がすすめる総合戦略におけるエネルギー戦略の位置づけ
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事業の目的

１．地域問題の解決

地域課題を市民の創造力で解決する

２．エネルギーの地産地消

エネルギーセキュリティと地域経済活性化
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みやま市が電力会社を設立した理由

①市内で生まれたエネルギーを市内で使う（エネルギーの地産池消）←輸入に頼らない自給自足
②市内で雇用を増やし経済を活性化（経済的自立）←高齢者にも働く機会を
③しあわせの見えるまちづくり（進化し続けるまち） ←みやまに住んでいて良かったと思う

サービスの充実

詳しくは、みやまスマートエネルギー㈱へ
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経済循環のビジネスモデル
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昨年11月より電力販売開始
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出資構成と役割
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電源の構成

常時バックアップ電源

0
22時

地域エネルギーを活用するため、再エネ率は５０％近くになるが、太陽光依存度が
高いと、回避可能原価の市場連動など、制度変更が経営リスクに
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電力事業の概要

高圧電力販売

低圧太陽光買取 低圧電力販売

平成27年11月から事業開始

平成27年11月から事業開始 平成28年4月から事業開始
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電力需給オペレーション

電力オペレーションシステムは、既存のシステムをクラウド利用し、初期投資を軽減

他の自治体の需給業務代行も実施。自治体の初期リスク軽減として支援
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顧客管理オペレーション

共同利用契約みやまSE

C PPS A PPSB PPS

需要家

・・・

CISシステム

スイッチングなどCISオペレーションシステムも、既存のシステムをクラウド利用し、
初期投資を軽減。
自治体広域連合で活用し、個々の投資なしに支援する形態を構想
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経営上の課題

➊価格競争に対応していく力

➋電源調達の安定化

➌非価格競争をどう作るか

➍インバランスリスクの極小化
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➊価格競争に対応していく力

広域自治体連合により、共同購買によるコスト削減・管理コストの分担・電力融通による
インバランスリスクの低減

経済産業省 地産地消エネルギーの面的利用調査事業
を活用して調査分析
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➋電源調達の安定化

常時バックアップ電源
常時バックアップ電源

現在 めざす姿

・再生可能エネルギー比率の拡大
・ベースロード電源比率拡大の両立
⇒水力発電等の24時間安定発電再エネの導入

課題 ・ベースロード電源に化石燃料火力発電を利用した場合
には、グリーン電力証書を扱い省ＣＯ２に貢献する

☑ 再生可能エネルギーを拡大しつつ、安定したベース電源を増やしていく
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不不動産紹介・斡旋資産活⽤用ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

みやま市民向けサービス

提供サービス

買物⽀支援サービス

災害発⽣生時減災⽀支援サービス

観光⽀支援サービス

将
来
追
加
可
能
な
サ
␟
ビ
ス

役⽴立立つ地元掲⽰示板

家計サポート

ペットフルケア

新体験型レジャー

デイリーヘルスケア

アンチエイジング＆リラックス

何でも御⽤用聞き・買い物代⾏行行

お⼿手軽ギフト・こだわりセレクション

リアルラーニング・カルチャーセンター

再発⾒見見型ツーリズム

コミュニケーションカラオケ

健康アドバイス付フィットネス

いつでも健診

ハウスクリーニング・家事代⾏行行

家電買い替え・住宅宅リフォーム提案

ミールソリューション

「市⺠民サービスシステム」プラットフォーム

優れた既存サービス

災害発⽣生時安否確認サービス

地
域
振
興

生
活
者
支
援

新ｻｰﾋﾞｽ

新ｻｰﾋﾞｽ

新ｻｰﾋﾞｽ

新ｻｰﾋﾞｽ

総合生活需給サービス

大規模HEMSの基盤を利用

みやまオリジナル

➌非価格競争をどう作るか

生活総合支援サービス



みやま市の市政・行事
防犯・防災・避難所情報など

HEMSによる電力の見える化
（24時間の電力使用状況グラフ）

みやま市内の店舗から簡単にお買い物！
家に居ながらタブレット内に出来た商店街の中で
自由にお買い物が出来る仕組みです

届いたら鍋に入れるだけ

カンタン鍋セット等
他にはない便利な商品も

みやま横丁限定

セール開催

お店一覧・商品一覧ができ

お目当ての商品が
探しやすい

お買い物すればするほど

ポイントもたまる！

気軽に買える

送料無料
※会員ランクによって異なります

◎“電力の見える化”に加え、タブレット端末を利用して
カンタンに操作できる、生活支援のサービスを提供いたします

清掃 電球交換 犬の散歩

お話相手、水道・家電修理依頼、
リフォーム相談など

行政が実施できないサービスを電力販売とセットで提供します

法律で設定された条件からはみ出す対象の市民をサポートします

電力販売とセットで提供する“生活総合支援サービス”
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エネルギーの地産地消都市で

エネルギーをきっかけにコミュニティが生まれ始めている
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地域産業の掘りおこし

農家の女性達が知恵を集め、加工品のアイデアが生まれている

おひさまの恵みを６次産業化

こだわって作った農産物を自分達が

美味しいと思える加工品に

地元の人に、もっと地元の恵みを

知ってもらいたい

太陽の恵みを活かした、知恵と工夫

エネルギーと共に市外へ届ける

こ
ん
な
み
や
ま
を
再
生
し
た
い
！ 西日本一のセロリジャム作り

自慢の農産物
加工食品

おふくろの味

市民は地方ならではの「コミュニティ」を求めている

自己投融資

エネルギーという
大きな財産

地域資源を活用した
６次産業のアイデア

電力と地域資源活用サービスのパッケージ

うわー

みやまって

へぇ－
みやまにいて

知らなかった
でも、「電気」だけでは、一部の人の関心でしかなく、まちおこしにはならない

コミュニケーション
を活性化させる

みやまの地産地消
地域コミュニティ

発信拠点

「 地 域 資 源 活 用
サービス」の1つとし

て、電気ポイントで
買える地元加工品

情報発信
基地

58,8%

エネルギーも地域資源も、みやまは「地産地消」で日本初の取り組みモデルを創り上げる
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これらの取り組みで2015年度グッドデザイン金賞受賞

22

私企業や住民グループが再生可能エネルギーを推進するプロジェクトは各地にあるが、
ひとつの市が主体となって、大手電力会社に頼らない地産地消の再生可能エネルギー
のインフラを整え、環境を保全しながら地域コミュニティを活性化させる総合的な取り組
みは国内に例が無く、先駆的な活動として高く評価された。電力とＩＴ、ふたつの公共イン
フラを統合的にリ・デザインすることで、地域課題である高齢者へのサービス、若者の移
転促進などにつなげ、市民が主体的に参加するプログラムも積極的に作っていく姿勢も
評価された。自治体が主体となり再生可能エネルギーを推進するモデルケースとして、
今後の成果を強く期待したい。

みやま市が取り組んでいる自治体初の電力事業、市民や商店とも一体となったサービス事業、市民
との対話型コミュニティづくりが、地方創生につながる先導的モデルとして、2015年度グッドデザイン
金賞に選ばれました。

公開コメント
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みやまへ来んね♪

みやま市の受賞活動について http://miyamacity.jp/

ご清聴ありがとうございました


